
溶融炉への廃液供給図（原燃資料より）
ど
う
し
て
当
初
の
発
表

は
二
一
㍑
だ
っ
た
の
か

兒
島
社
長
は
「
廃
液
は
九

日
か
ら
漏
れ
て
い
た
と
見
ら

る
。
タ
ン
ク
か
ら
の
廃
液
供

給
は
空
気
圧
で
調
整
す
る
が
、

漏
え
い
時
は
空
気
圧
が
上
昇

し
廃
液
が
供
給
さ
れ
る
状
態

だ
っ
た
。
一
七
日
か
ら
断
続

的
に
漏
え
い
注
意
報
が
鳴
っ

た
が
廃
液
漏
れ
と
は
考
え
な

か
っ
た
。
空
気
圧
が
上
が
っ

た
原
因
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、
今
後
、
空
気
圧
の

変
動
防
止
と
蓋
の
ボ
ル
ト
の

閉
め
方
の
改
善
を
図
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回

の
漏
え
い
が
「
高
レ
ベ
ル
廃

液
で
あ
る
こ
と
を
厳
粛
に
受

け
止
め
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
溶
融
炉
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
は
、「
ド
リ
ル
を
使

っ
て
炉
の
流
下
ノ
ズ
ル
下
部

か
ら
炉
底
電
極
付
近
へ
と
上

部
方
向
に
穴
を
開
け
て
流
路

を
確
保
し
、
ガ
ラ
ス
の
流
下

性
向
上
を
図
る
作
業
を
一
八

日
完
了
し
た
」
と
し
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
終
了
は
「
二
月

か
ら
八
月
へ
変
更
」
と
発
表

し
ま
し
た
。

漏
え
い
量
が
大
幅
に
訂
正

さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
経
過

の
説
明
も
な
く
、
と
て
も
疑

問
点
の
多
い
発
表
内
容
で
す
。

廃
液
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は

一
六
〇
億
ベ
ク
レ
ル
／
㍉
㍑

一
月
二
二
日
付
東
奥
日
報

は
「
漏
れ
た
廃
液
中
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
濃
度

は
一
㍉
㍑
あ
た
り
一
六
〇
億

ベ
ク
レ
ル
」
と
報
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
も
と
に
計
算
す

る
と
、
一
五
〇
㍑
の
漏
出
液

中
の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
は
二

四
〇
〇
兆
ベ
ク
レ
ル
と
な
り

ま
す
。
広
島
に
落
と
さ
れ
た

原
爆
が
放
出
し
た
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
は
三
千
キ
ュ
リ
ー
（
京

都
大
学
・
小
出
裕
章
氏
・
換

算
す
る
と
一
一
一
兆
ベ
ク
レ

ル
）
で
す
か
ら
、
実
に
そ
の

約
「
二
一
倍
」
と
も
計
算
出

来
ま
す
。
万
一
、
環
境
へ
漏

出
し
た
な
ら
ば
大
変
な
被
害

が
予
想
さ
れ
、
看
過
で
き
ぬ

と
て
も
深
刻
な
事
故
で
す
。

廃
液
全
体
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
の
何
倍
か
？

さ
ら
に
こ
の
数
値
で
六
ヶ

所
工
場
に
現
在
溜
ま
っ
て
い

る
「
二
四
〇
立
方
㍍
の
高
レ

ベ
ル
廃
液
」
の
セ
シ
ウ
ム
の

放
射
線
量
を
計
算
し
ま
す
と
、

３
・
８
４
×
１
０
の
１
８
乗

ベ
ク
レ
ル
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
で
環
境
に
放
出
さ
れ
た

セ
シ
ウ
ム
の
約
「
四
二
倍
」
。

但
し
漏
れ
た
廃
液
は
「
蒸
発

し
て
い
る
」
と
も
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
タ
ン
ク
内
の

廃
液
は
こ
れ
よ
り
薄
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
大
き
な
数
値

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

原
燃
は
廃
液
に
含
ま
れ
る
全

て
の
核
種
に
つ
い
て
濃
度
を

公
表
し
、
危
険
な
実
態
を
詳

し
く
報
ず
べ
き
で
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
火
災

日
本
原
燃
は
、
二
一
日
午
後

六
時
四
五
分
頃
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
Ｎ
Ｏ
２
」
で
電
源
が

失
わ
れ
、
基
盤
の
一
部
に
焼
失

痕
が
あ
り
、
八
時
四
一
分
に
鎮

火
を
確
認
し
た
」
と
発
表
し
ま

し
た
。
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日
本
原
燃
の
兒
島
伊
佐
美
社

長
は
一
月
三
十
日
の
定
例
記
者

会
見
で
、
溶
融
炉
へ
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
を
供
給
す
る
配
管

の
接
合
部
か
ら
廃
液
が
セ
ル
内

に
漏
え
い
し
た
事
故
に
つ
い
て

調
査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
漏
出
量
は

事
故
発
見
直
後
発
表
の
二
十
一

㍑
で
は
な
く
一
五
〇
㍑
で
あ
っ

た
と
訂
正
、
う
ち
約
一
七
㍑
を

回
収
し
た
と
し
ま
し
た
。
環
境

に
漏
れ
れ
ば
苛
酷
事
故
も
あ
り

得
る
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
ト
ラ
ブ

ル
で
あ
り
、
正
確
な
漏
出
量
さ

え
つ
か
め
な
い
再
処
理
工
場
の

運
営
実
態
に
不
安
の
声
が
強
く

あ
が
っ
て
い
ま
す
。

セル内漏洩トラブルの概要図
   （日本原燃ホームページより）

←廃液

↑廃液

全体で約１５０㍑

１５０㍑中の

セシウムは約

2.4×10 の１

５乗 Bq(2400
兆ベクレル）



応
対
し
た
青
森
県
原
子
力

立
地
対
策
課
三
上
雄
二
総
括

副
参
事
ら
四
人
の
担
当
者
と

の
四
〇
分
ほ
ど
の
面
談
が
あ

り
ま
し
た
。
二
一
日
の
「
セ

ル
内
廃
液
漏
れ
」（
Ｂ
レ
ベ
ル

情
報
）
の
直
後
で
も
あ
り
、

具
体
的
で
真
剣
な
話
し
合
い

と
な
り
ま
し
た
。
工
場
か
ら

六
㌔
に
住
む
菊
川
慶
子
さ
ん

宅
に
は
、
二
一
日
の
ト
ラ
ブ

ル
情
報
は
翌
日
に
広
報
さ
れ
、

「
緊
急
の
場
合
、
こ
れ
で
間

に
合
う
の
か
」
と
県
の
対
応

の
遅
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
と
の
比
較

県
の
回
答
（
要
点
）

貯
蔵

中
の
廃
液
は
二
四
〇
立
方
㍍

と
聞
い
て
い
る
が
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
の
放
出
放
射
能
と

は
種
類
や
構
成
が
異
な
る
の

で
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
。

市
民
の
要
望

セ
シ
ウ
ム
１

３
７
で
比
較
す
る
と
チ
ェ
ル

ノ
ブ
ィ
リ
事
故
の
約
「
四
二
」

倍
に
相
当
す
る
量
で
あ
る
。

そ
の
他
の
核
種
も
資
料
が
公

表
さ
れ
る
べ
き
だ
。

直
下
活
断
層
説
、
Ｍ
・
８

大
地
震
で
大
丈
夫
か

県
の
回
答

工
場
の
廃
液
管

理
に
は
平
成
一
八
年
改
訂
の

耐
震
指
針
を
基
準
と
し
て
頑

丈
な
セ
ル
や
溝
が
配
さ
れ
、

冷
却
や
水
素
の
排
気
に
つ
い

て
も
外
部
電
源
の
ほ
か
に
二

系
列
の
非
常
電
源
に
よ
っ
て

備
え
ら
れ
て
い
る
。

市
民
の
要
望

Ｍ
８
の
大
地

震
は
Ｍ
６
・
５
の
一
八
〇
倍

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。
パ

イ
プ
が
延
べ
一
三
〇
〇
キ
ロ

㍍
、
継
ぎ
手
が
数
十
万
箇
所
。

大
地
震
で
も
安
全
と
保
証
で

き
る
の
か
？
「
冷
却
が
止
ま

っ
て
一
五
時
間
で
沸
騰
す

る
」「
水
素
の
滞
留
限
度
は
数

時
間
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
が

先
ず
正
確
な
事
実
を
確
か
め

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
冷
却
用

の
電
源
喪
失
に
備
え
て
電
源

車
や
電
源
ヘ
リ
の
整
備
が
必

要
で
な
い
か
。

放
射
能
規
制
は
「
環
境
基
本

法
と
は
別
」
が
問
題

県
の
回
答

ク
リ
プ
ト
ン
・

ト
リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
環
境
放

出
規
制
に
つ
い
て
環
境
基
本

法
を
受
け
て
現
行
原
子
力
基

本
法
が
あ
り
十
分
で
あ
る
。

市
民
の
要
望

現
行
で
は
放

射
能
の
環
境
放
出
が
「
原
子

力
基
本
法
で
の
別
枠
」
と
な

っ
て
お
り
環
境
基
本
法
の
法

体
系
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と

が
問
題
な
の
で
あ
る
。

 
 
 

昨
年
一
二
月
に
全
国
三
八
市
民
団

体
が
連
名
で
青
森
県
に
提
出
し
た

「
大
地
震
に
よ
る
高
レ
ベ
ル
廃
液
放

出
事
故
防
止
等
質
問
書
」
に
つ
い
て
、

一
月
九
日
文
書
で
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
県
は
「
安
全
に
つ
い
て
第
一
義

的
に
責
任
を
持
つ
の
は
事
業
者
、
安

全
規
制
は
国
に
あ
る
」
と
し
、「
青
森

県
と
し
て
の
住
民
の
命
と
生
活
を
守

る
た
め
の
責
任
」
に
つ
い
て
は
充
分

に
答
え
て
い
ま
せ
ん
。
市
民
団
体
の

代
表
者
は
一
月
二
六
日
再
度
青
森
県

庁
を
訪
れ
、「
知
事
宛
要
望
書
」
を
提

出
し
、「
高
レ
ベ
ル
廃
液
に
よ
る
環
境

汚
染
が
絶
対
に
起
こ
る
事
の
な
い
よ

う
、
県
は
最
大
限
の
努
力
を
す
る
べ

き
で
あ
る
」
と
申
し
入
れ
ま
し
た
。

六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー

東
日
本
サ
ミ
ッ
ト

～
目
的
は
ひ
と
つ
、
道
を
造
ろ
う
～

盛
岡
市
・
市
町
村
職
員
共
済
会
館
ビ
ル

二
月
七
日

午
後
一
時

開
会

現
状
報
告

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
挨
拶

「
し
ゃ
べ
り
場
」

「
止
め
よ
う
！
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

分
科
会
・
交
流
会

八
日

全
体
会

九
時
―
一
二
時
終
了

問
い
合
わ
せ

わ
か
め
の
会

〇
九
〇
ー
五
四
〇
二
ー
九
九
五
二

５キュリー以上／Ｋｍ２

１キュリー

＝3.7×10の10乗ベクレル

チェルノブィリ原発事故のセシウム１３７

汚染分布地図と日本地図の比較（同縮尺）
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１５キュリー以上

／Ｋｍ２

●黒   15 キュリー以上・・「永久立ち入り禁止区域」

◎灰色（桃） ５キュリー以上・・「定期監視区域」

○薄灰色（茶）１キュリー以上・・「汚染区域」

１キュリー以上／Ｋｍ２

事
故
に
よ
り
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
は
約

2
.
5

×

1
0

の6

乗
キ
ュ
リ
ー
が
環
境
へ
放
出
さ
れ（
京
都

大
・
小
出
氏
）
、
日
本
本
州
の
六
割
く
ら
い
の
面

積
が
汚
染
、
四
十
万
人
が
避
難
さ
せ
ら
れ
た
。


